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早生の収穫時期迫る！早めの準備で適期収穫！ 

１ 収穫適期の確認と作業計画の作成 
    下表及び別表の刈取適期積算気温表を目安に、早めに収穫作業の計画を立て適期収穫

に努めましょう。なお、収穫作業は籾の黄化率が 85～90％になったことを確認して開始

しましょう。 

収穫適期のめやす（８月７日現在 登熟積算気温 ８月８日以降は平年値による） 

品  種   出穂期※１ 
収穫適期の 

出穂後積算気温 
収穫適期※3 

新潟次郎(飼料用) ７月 16 日 1,000℃ ８月 23 日 

五百万石 
(新潟・五泉) ７月 18 日 

925℃※2 
 

８月 22 日 

(阿賀) ７月 19 日 ８月 25 日 

わたぼうし ７月 17 日 ８月 21 日 

ゆきん子舞 ７月 21 日 ８月 25 日 

こしいぶき 
(新潟・五泉) ７月 24 日 ８月 29 日 

(阿賀) ７月 25 日 ９月１日 

※１ ５月５日植えを想定した出穂期。 ※２ 高温登熟年の積算気温。阿賀町は現在、高温登熟年に該 

当しないが、今後の気温が高いことを加味して高温登熟年の積算気温とする。 

※３ 新津アメダスでの登熟積算気温(五百万石(阿賀)・こしいぶき(阿賀)は津川アメダスを活用)による 

めやす。 

２ 今後の気温（８月 10 日～９月９日：新潟地方気象台８月８日発表） 

    

 

３ 高温に対応した水管理の徹底      
・出穂期 25 日後（可能な場合は 30 日後）まで、飽水管理を徹底しましょう。 

   ・高温やフェーン時は湛水して障害の発生を防止し、その後は落水し可能な限り水を 

入れ替えましょう。  

・7 月の降雨でほ場の溝が消えてしまった場合は速やかに、かん水・排水ができるように手直 

しをしましょう。 

・限りある用水を有効利用するため、かけ流し等は行わず、節水に努めて、地域全体 

に水が行き渡るようにしましょう。 

～今後も厳しい暑さが見込まれます。熱中症対策は万全に！～ 
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異 常 気 象 を 意 識 し た コ ン パ ク ト で 丈 夫 な 稲 づ く り ！ 

気温：高い確率 80%、降水量：平年並～少、日照時間：多 


